
[成果情報名] 平張りネットを活用した抑制カボチャ、春作バレイショ栽培技術の確立  

[要約] 平張りネットを活用した抑制カボチャ栽培は、露地栽培と比較し風による影響及び

害虫発生が少なく生育は安定し、収量は 11％増収する。また、春作バレイショでも重要害

虫の被害もなく、収量は安定している。 
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[背景・ねらい] 

本県は温暖な気候条件下で、春作・秋作の露地野菜産地が形成されているため、夏場の台

風やアブラムシ等の病害虫の被害を受けやすく生産が不安定である。そこで、風や虫害の影

響を緩和できる平張りネット施設を用いた抑制カボチャ及び春作バレイショの生産安定技

術について検討する。 

 

[成果の内容・特徴] 

１．2008年は、台風 13号(9/18)、15号(10/1)が発生したが本県への来襲がなく、台風発生

時における防風効果は確認できていないが、平張りネット区は露地と比較し風速は半減し

ている(表 3)。また、2009年春でも同様に、露地と比較し風速は半減している(表 3)。 

２．2008年の抑制ｶﾎﾞﾁｬの生育では、平張りネット栽培区が、露地栽培より茎葉が柔らかく、

葉の厚さも薄く推移している。また、両区とも、9月下旬以降うどんこ病が発生し、その

後収穫期まで拡大している。露地区では風による茎葉の損傷も重なり、株元から中位葉ま

での枯れ上がりが著しい。平張りネット栽培区は、風による損傷は認められないが、最終

的にはうどんこ病により中位葉まで枯れ上がる(ﾃﾞｰﾀ略)。  

３．抑制カボチャの収量は、平張りネット栽培区 2,510kg/10aと露地栽培の 11％増収する。

また、1番果と2番果の合計収穫果数は同程度であるが、1果重は平張りネット区1,446g、

露地区 1,208g で、平張りネット区が重い(表 1)。 また、春作バレイショの収量は、

4.826kg/10aと高い(表 2)。 

 

[成果の活用面・留意点] 

１．露地抑制カボチャ栽培では自然交配による着果が期待できるが、平張りネット栽培で

はミツバチ等の活動が期待できないため、人工交配が必要である。 

２．平張りネット栽培は、露地栽培と比較し虫害は軽減できると考えるが、スリップス、

アブラムシが発生すると被害が拡大しやすい傾向にあり、初期防除の徹底が必要である。 

 



[具体的データ] 

       

図 1 平張りネット(H20.4月設置､1a)           図 2 露地栽培 

高さ 2.3m、支柱杭間隔 1.5m              畝幅 3m、株間 30cm、ｼﾙﾊﾞｰﾏﾙﾁ栽培 

天井 1mm目合い､側面 0.6mm目合い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [その他] 

研究課題名：ながさきの野菜産地育成 
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